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頃に C 作業療法士により A さんの痛みが癒されていく
場面である。
【エピソード 1 ：C 作業療法士のマッサージに身体を
主体的に委ね、左肩から上肢にかけての痛みを緩和さ
せる A さん】










ともあった。この痛みは、担当の C 作業療法士や F 理
学療法士のマッサージにより揉みほぐされると和らぐ
と A さんは語った。














【エピソード 2 ： A さんの冗談に乗りながらトイレ介
助をする看護師に「ありがとう！！」と意気揚々と礼を言
う A さん】
　C 作業療法士（以下 C 療法士とする）は、台に横になった






























外に出ようとする D 看護師に、A さんは「150や」と声を張
り上げて言った。「え？」と一瞬立ち止まり聞き返す D 看護














者と A さん。そして D 看護師は「ほんまに150やわ。すごい
ね、A さん」と感心した様子で言う。そして、「何かあげなあ
かんなあ」と、言い当てた A さんをたたえる。A さんは、尿
量が当たった



































　次は、A さんと妻、元同僚の E さんに同行した場面
である。













いと切なる願いをもっていた。後に A さんは「E の存
在は大きい」と語っており、その後 A さんの取った行
動からも、E さんからの励ましが A さんが主体性を回
復していく過程で、大変重要になっていたと考えられ
た。







習に専念する A さん】 
（発症後64日目、転院後30日目、観察延べ日数 7 日目、D 看
護師：40代前半女性）
　途中 A さんは、妻の付き添いでトイレに行ったため、食堂







































励んだ A さんの妻、E さんらに、共感され励まされな
がら、懸命に自主練習に励む A さんの主体性の回復が
垣間見れた。








































































































































る（Secrest, J., Thomas, S. 1999）。A さんの場合、発症当
























がって D 看護師が A さんのトイレ介助をルティーン









　A さんは、転院後約 2 ヶ月経った頃の主治医との面
談がきっかけとなり「歩きたい」という強い意志をも
ち、遂に医療者の許可なしに自主練習に踏み切ってい
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